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成人おめでとう!!

佐 藤 邦 夫さん（土市５）

吉
澤
織
物
㈱
に
勤
め
て
３
年
目
、
商
品

管
理
の
仕
事
に
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
高
校
生
の
と
き
か
ら
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
週
２
回
川

治
ク
ラ
ブ
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
は
自
然
が
多
く
ゆ
っ
た
り
と
生

活
が
で
き
満
足
し
て
い
ま
す
が
、
遊
ぶ
と

こ
ろ
が
少
な
く
て
残
念
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
地
域
の
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

服部さつきさん（笹之沢）

大
学
で
中
学
校
の
英
語
教
員
に
な
る
た

め
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
好
き

な
の
で
、
教
員
の
道
を
志
望
し
ま
し
た
。

十
日
町
は
自
然
が
多
く
残
っ
て
い
て
、

安
ら
げ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
離
れ

て
み
て
初
め
て
気
が
付
き
ま
し
た
。

大
学
生
活
が
あ
と
２
年
残
っ
て
い
る
の

で
、目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
勉
強
し
、

養
護
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

斉 木 勝 紀さん（南鐙坂）

法
政
大
学
経
営
学
部
の
３
年
で
、
中
学

校
社
会
科
の
教
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。

大
学
が
休
み
に
な
る
と
、
母
校
の
吉
田
中

学
校
で
後
輩
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
今

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
り
、
将
来
は
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
指
導
で
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

故
郷
の
自
然
や
人
情
は
、
い
つ
ま
で
も

変
わ
ら
な
い
で
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

福 島 由 美さん（中町）

看
護
士
に
な
る
た
め
、
東
京
で
学
生
を

し
て
い
ま
す
。20
歳
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、

精
神
的
な
面
も
含
め
、
す
べ
て
に
お
い
て

自
立
し
た
い
で
す
。

十
日
町
は
高
い
ビ
ル
も
な
く
、
み
ど
り

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
田
舎
だ
け
ど
、
住
み

や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
と
１
年
で
卒
業
で
す
が
、
患
者
さ
ん

を
大
事
に
思
い
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
が

理
解
で
き
る
看
護
士
に
な
り
た
い
で
す
。

重 野 敦 志さん（稲荷町３本通り）

大
学
で
経
済
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ

学
生
な
の
で
、
大
人
の
仲
間
入
り
し
た
と

い
う
実
感
が
あ
ま
り
わ
き
ま
せ
ん
。

東
京
と
違
い
、
十
日
町
は
落
ち
着
き
ま

す
。
人
は
少
な
い
で
す
が
、
そ
の
分
ふ
れ

あ
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

早
く
働
い
て
、
立
派
な
大
人
に
な
り
た

い
で
す
。
勉
学
に
励
み
、
必
ず
何
か
の
事

業
を
成
功
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
か
は

十
日
町
に
戻
っ
て
き
た
い
で
す
。

村山千佑里さん
（岩野）

水 落 明 菜さん
（蟹沢）

│
│
村
山
さ
ん
（
写
真
右
）

高
崎
で
知
的
障
害
者
の
指
導
員
を
し
て

い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
自

分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
い
つ
ま
で
も
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で

が
ん
ば
り
ま
す
。

│
│
水
落
さ
ん
（
写
真
左
）

前
橋
の
看
護
短
大
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

常
識
あ
る
大
人
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
人

に
笑
顔
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。
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ロス10で開催されました。式典には約500人が出席し、
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３
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３
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３
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３
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！

本
町
３
丁
目
の
人
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車

今
年
も
大
人
気
！

本
町
３
丁
目
の
人
力
車

振
袖
か
ら
紬
絣
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
き
も
の
を
着
た
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

よさこいソーラン妻有踊り隊「華焔」は迫力満点

ま
つ
り
に
花
を
添
え
た
ミ
ス
の
皆
さ
ん

も
四
ツ
宮
公
園
の
無
料
茶
席
で
一
服

摺り友禅や絞り染めなどが実際
にできた染織体験広場
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■市長への手紙…………専用用紙（郵送料不要）を市役所正面入り口、公民館（本館、下条・中

条・川治・吉田・水沢・六箇・飛渡の各地区館）・博物館・情報館に配置

します。手紙は専用用紙以外に、はがきや封書でもかまいません。

■市長へのファックス…ＦＡＸ52-4635

■市長への電子メール…kouhou@city.tokamachi.niigata.jp
※ファックス・電子メールはそれぞれ、わかるように「市長へのファックス」

「市長への電子メール」と明示してください

あなたの意見を直接私にお寄せください

市長への手紙・ファックス・
電子メールを受け付けています

開かれた市政、一人ひとりの意見に耳を傾ける市政を実践するために、「市

長への手紙」「市長へのファックス」「市長への電子メール」を受け付けていま

す。十日町市政に対するあなたの率直な意見・提案などをお寄せください。い

ただいたご意見は、担当各課に対応を指示します。

また、いただいてから２週間以内をめどに返事をしますので、匿
とく

名・無記名

での意見はご遠慮ください。

昭
和
29
年
３
月
31
日
に
誕
生
し
た
十
日
町
市
は
、
今
年
、
市
制
施

行
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
り

新
し
い
市
が
発
足
す
る
前
年
に
あ
た
り
ま
す
。
新
た
な
出
発
を
目
前

に
し
て
市
で
は
、
市
民
を
挙
げ
て
半
世
紀
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
ま

た
市
制
施
行
50
周
年
を
祝
う
た
め
、
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

期
日

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

会
場

ク
ロ
ス
10

式
典
で
は
、
市
政
功
労
者
の
特
別
表
彰

な
ど
を
行
い
ま
す
。
講
演
会
で
は
、
国
宝

火
焔
型
土
器
を
通
じ
て
十
日
町
市
と
大
変

縁
が
あ
り
、
博
物
館
名
誉
館
長
で
も
あ
る

哲
学
者
の
梅
原
猛
先
生
を
迎
え
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
か
ら
２
人
を
招
き

計
６
人
の
作
家
に
よ
り
第
10
回
石
彫
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
併
せ
て
作
家

展
と
、
芸
術
と
文
化
の
香
る
ま
ち
づ
く
り

を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
し
ま
す
。

▽
第
10
回
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

期
間

８
月
１
日
a
〜
22
日
a

会
場

総
合
体
育
館
脇
特
設
会
場

▽
作
　
家
　
展

期
間

７
月
25
日
a
〜
29
日
e

会
場

キ
ナ
ー
レ

▽
芸
術
と
文
化
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
を

語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

期
日

８
月
６
日
f

会
場

情
報
館

期
日

11
月
７
日
a

会
場

市
民
会
館

市
内
中
学
生
と
の
共
演
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

50
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
小
冊
子
を
作

成
し
、
全
世
帯
に
配
付
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ま
つ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
50
周
年
記
念
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

記
念
式
典
・
講
演
会

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
京
混
成
合
唱
団

十
日
町
公
演

「
50
年
の
歩
み
」
作
成

十
日
町
市
は
今
年
、

市
制
施
行
　
周
年
で
す

十
日
町
市
は
今
年
、

市
制
施
行
　
周
年
で
す

5050
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緑
豊
か
な
高
水
敷
に
広
が
る
シ
ロ
ヤ
ナ

ギ
な
ど
の
高
木
樹
林
や
低
木
林
、
草
木
類

を
紹
介
す
る
『
信
濃
川

の
植
物
観
察
ガ
イ
ド
』

や
「
新
潟
の
す
ぐ
れ
た

自
然
の
保
全
対
象
種
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
ミ

ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
は
じ
め
、

多
く
の
昆
虫
を
紹
介
す

る
『
信
濃
川
の
昆
虫
観

察
ガ
イ
ド
』、『
信
濃
川

の
水
生
生
物
観
察
ガ
イ

ド
』、『
信
濃
川
の
野
鳥

観
察
ガ
イ
ド
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
観
察

ガ
イ
ド
を
希
望
す
る
人
は
事
務
局
ま
で
問

合
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
で

も
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ

版
も
あ
り
ま
す
。

水
辺
の
楽
校
活
用
協
議
会
は
「
水
辺
の

楽
校
つ
ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば
」
の
維
持
管
理

や
運
営
、
活
用
方
法
の
検
討
を
目
的
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
協
議
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば
を
利
用
す
る
と
き

は
、
ゴ
ミ
を
必
ず
持
ち
帰
り
、
犬
の
ふ
ん

な
ど
は
責
任
を
も
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ト
イ
レ
は
次
に
使
う
人
の
こ
と
を

考
え
て
、
き
れ
い
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
合
　
せ

水
辺
の
楽
校
活
用
協
議
会
事
務
局
（
市

雪
・
水
対
策
課
克
雪
水
対
策
係
）
1
57
│

３
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

観
察
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

水
辺
の
楽
校
活
用
協
議
会

信
濃
川「
水
辺
の
楽
校
」つ
ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば

コ
マ
ツ
ナ
ギ
種
ま
き

16年度つまりっ子ひろば主な利用計画

川
辺
の
楽
習
（
植
物
・
野

鳥
・
昆
虫
・
水
生
生
物
観

察
・
魚
釣
り
）

信
濃
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

10月

ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
作
戦

８月

研
修
会
「
川
原
の
植
物
」

７月

研
修
会
「
川
の
調
べ
方
」

６月

水
防
訓
練

５月

ク
リ
ー
ン
作
戦

河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

４月11月

妻
有
大
橋
右
岸
周
辺
の
「
つ
ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば
」
は
、
自
然
植
生
に
恵

ま
れ
た
緑
豊
か
な
高こ
う

水す
い

敷し
き

が
広
が
り
、
身
近
な
自
然
教
育
・
体
験
学
習
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

散
策
道
や
ト
イ
レ
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
公
園
は
、
植
物
観
察
会
や

川
辺
の
楽
習
な
ど
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し

て
、
ま
た
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
妻
有
大
橋
脇
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
が
、
妻
有
大
橋
下
の
高
水

広
場
に
は
石
ベ
ン
チ
や
水
飲
み
場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
が
利
用
す
る
た
め
に

※小・中学校でも総合学習や特別活動の一環として、
つまりっ子ひろばを活用します

洪水時に支障となるため伐採した

信濃川河川敷の雑木を無償で提供し

ます。ストーブ用のまきなど個人で

有効に活用ください。伐採木はつま

りっ子ひろば駐車場脇にあります。

ご自由にお持ち帰りください。

●問合せ＝信濃川河川事務所十日町

出張所152-2180

伐採した雑木を
無償提供します

講　　座　　名 定員 期　　　日 時　　　間

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後１時～５時

午後２時～４時40分

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時40分

午後７時～９時

午後２時～４時

18

12

18

18

ホームページ作成ソフトのホームページ
ビルダーの基本的な使い方を、実際にホ
ームページを作成しながら学びます。

16年度　情報館主催

コンピュータ研修（前期）
受講者募集

16年度　情報館主催

大勢の皆さんから気軽にパソコンにふれていただく

きっかけとして、情報館主催のコンピュータ研修を開

催します。パソコン操作とインターネットのための基

礎技能講習のほか、文書作成や表計算、ホームページ

作成を行う講座もあります。ぜひご参加ください。

◆対　象
パソコン初心者で、マウスやキーボード操作に不慣

れな人、文書作成や表計算などの操作を覚えたい人

◆会　場 十日町情報館

◆受講料 4,000円（テキスト代含む）

◆申込み方法
【はがきでの申込みを優先します】

はがきに次の①～⑥を記入してください。①希望講

座名②希望日程③郵便番号④住所⑤氏名⑥電話番号

※複数の講座を希望する場合、それぞれ別々のはがき

エクセル（表計算）

入　　　門

ワード（文書作成）

入　　　門

内　　　容

電源の入れ方・マウスの操作・文

字入力から始めます。ホームペー

ジの閲覧や情報の検索、電子メー

ルの送受信を講習します。

パ ソ コ ン ＆

インターネット

入　　　門

ホームページ作成
入　　　門

文書作成ソフトWordの基本的な使

い方を講習します。体裁を整え、写

真を挿入するなどして、見栄えの

良い文書作成の方法を学びます。

表計算ソフトExcelの基本的な使い

方を講習します。実際に集計表や

グラフ作成を通して、Excelの機能

の一端を学びます。

６月１日c・２日d・３日e・４日f

６月８日c・９日d・10日e・11日f

６月22日c・23日d・24日e・25日f

７月10日g・11日a

９月１日d・２日e・３日f

９月14日c・15日d・16日e・17日f

７月27日c・28日d・29日e

９月１日d・２日e・３日f

６月８日c・９日d・10日e・11日f

６月15日c・16日d・17日e・18日f

７月６日c・７日d・８日e・９日f

７月13日c・14日d・15日e・16日f

９月７日c・８日d・９日e・10日f

６月15日c・16日d・17日e・18日f

６月22日c・23日d・24日e・25日f

７月21日d・22日e・23日f

９月７日c・８日d・９日e・10日f

９月14日c・15日d・16日e・17日f

で申込んでください

◆申込み締切り
５月21日f（当日消印有効）

※結果は５月26日dまでにお知らせします

※定員を超えた講座は抽選となります（先着順ではあ

りません）

【定員に達しない講座は

電話・窓口での申込みを受け付けます】

５月27日e午前９時30分から、先着順で受け付け

ます。はがき申込みと同様の内容をお知らせください。

※満員の講座はキャンセル待ちを受け付けます

※申込みが５人以下の講座は中止することがあります

◆申込み・問合せ
十日町情報館（〒948-0072西本町２）150-5100

※後期（10月～12月）開催の募集案内は市報８月10

日号でお知らせします

伐採した雑木を
無償提供します
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地球の肺とも呼ばれ、地球上の酸素の３分の１を排出しているアマ

ゾンの森を守り育てようと４月21日d、アマゾンに越後の森をつく

る会（生越誠一会長）の発会式が情報館で行われました。ブラジル在

住の長坂優氏など日系開拓者が中心になり設立されたアマゾニア森林

保護植林協会の活動に生越会長や滝沢市長が賛同したもので、今後は

広く募金を呼びかけ、３年間で1,000本の植樹を目指します。発会式

では、発起人の一人でもある滝沢市長がスライドを交えて昨年末のア

マゾン現地視察報告を行いました。また、式後には、「アマゾンに夢を

託して」と題した長坂氏の講演会が行われました。講演の中で長坂氏

は、「地球規模の自然保護にご賛同を」と協力を訴えていました。

今年８月ギリシャで開催されるアテネ五輪に出場する全日本女子レ

スリングチームが４月26日b～５月４日cの９日間、塩之又の桜花

レスリング道場で強化合宿を行いました。参加したのは、伊調千春

（48㎏級）吉田沙保里（55㎏級）伊調馨（63㎏級）浜口京子（72㎏

級）の五輪代表４選手を含む総勢25人です。今合宿ではイタリアと

ギリシャの五輪代表選手も参加し、「アテネの暑さに負けない体力作

り」に重点的に取り組みました。また、４月30日fには市役所を表

敬訪問し、セレモニーで浜口選手が「必ず金メダルを取って、十日町

に帰ってきます」と決意を述べました。全日本チームは５月・７月に

も塩之又で強化合宿を行い、アテネ五輪で全階級制覇を目指します。

４月27日c、飛渡川にかけられた延長36.9mの道城巻橋の

渡り初めが行われました。地元の三世代家族、生越常夫さん

一家を先頭に事業関係者など約100人が完成したばかりの橋

を渡りました。道城巻橋の完成により、国道117号線の西側

に水口から尾崎に至る幅７mの幹線農道が開通したことにな

ります。またこの日は、下条地区の県営ほ場整備事業しゅん

工式や農業集落排水事業通水式、ほ場整備記念碑除幕式も行

われました。ほ場整備は平成７年の着工から９年間、農業集

落排水下条地区処理場は平成13年の着工から２年間をかけ

て工事が進められていたものです。

ご
み
を
な
く
し
、
き
れ
い
な
町
に
し
よ
う
と

４
月
29
日
（
み
ど
り
の
日
）
、
十
日
町
ク
リ
ー

ン
作
戦
２
０
０
４
春
が
妻
有
大
橋
た
も
と
を
メ

ー
ン
会
場
に
市
内
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
快

晴
の
中
、
約
６
５
０
人
の
参
加
者
は
、
河
川
敷

を
は
じ
め
十
日
町
駅
や
城
ケ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド

な
ど
に
散
ら
ば
り
、
約
１
時
間
半
に
わ
た
っ
て

気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
最
近
は
親

子
連
れ
の
参
加
者
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
清
掃
が
行
わ
れ
た
町
内
も

多
く
、
市
民
に
と
っ
て
こ
の
日
が
ク
リ
ー
ン
作

戦
の
日
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

き
れ
い
な
町
に
し
よ
う

青年海外協力隊での２年間の任務を終えた長津宏幸さん

（高田町５・31歳）が４月28日f、滝沢市長を表敬訪問し帰

国報告を行いました。㈱オスポック勤務の長津さんは、ヨル

ダンのイルビット市役所で、システムエンジニアとして文書

管理システム構築やパソコンのメンテナンスにあたりまし

た。長津さんは、「ヨルダンは暮らしやすい国でしたが、文

化や宗教の違いを感じました。将来、海外を目指す人に自分

の経験をアドバイスしたい」と２年間の海外生活を振り返っ

ていました。ヨルダンで貴重な経験をした長津さんの今後の

活躍が期待されます。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
と
十
日
町
地
区
雇
用

協
議
会
主
催
の
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
４
月
27
日
c
、
ク
ロ
ス
10
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
を
対
象

と
し
た
も
の
で
、
企
業
は
郡
市
内
や
南
魚
沼
郡

か
ら
16
事
業
所
が
、
学
生
は
地
元
出
身
者
を
中

心
に
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
厳
し
い
就
職

戦
線
を
反
映
し
て
、
ど
の
学
生
も
積
極
的
に
各

事
業
所
と
の
個
別
面
談
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
4
月
16
日
f
に
東
京
都

「
ネ
ス
パ
ス
」
で
も
行
わ
れ
、
23
人
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

４
月
30
日
f
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
対
戦
す

る
福
岡
県
田
川
市
と
十
日
町
市
の
間
で
、
電
話

に
よ
る
エ
ー
ル
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
初

め
て
な
の
で
、
Ｐ
Ｒ
に
苦
労
し
て
い
ま
す
」
と

言
う
田
川
市
の
伊
藤
市
長
に
対
し
滝
沢
市
長
は
、

「
町
が
非
常
に
盛
り
あ
が
り
、
市
民
が
一
つ
の

気
持
ち
に
な
れ
る
い
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
互
い

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
、
互
い
の
健
闘

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
初
参
加
の
田
川
市
は
、

福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
大
正
・
昭
和

と
石
炭
産
業
に
よ
り
栄
え
た
ま
ち
で
す
。
炭
坑

節
の
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

アマゾンに越後の森をつくる会発会 アテネ五輪で金メダルを！

三世代家族道城巻橋渡り初め ヨルダンでの経験、伝えたい

２
０
０
５
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
エ
ー
ル
交
換

tokamachi topics tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。
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高
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に
会
社
に
入
社
し
ま

し
た
。
地
場
産
業
が
き
も
の
し
か
な
い
と
こ

ろ
に
生
ま
れ
、家
族
も
従
事
し
て
い
た
の
で
、

自
然
で
し
た
ね
。
図
案
や
デ
ザ
イ
ン
を
中
心

に
、
ず
っ
と
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
こ
ろ
に
就
職
し
、
そ

の
後
ず
っ
と
右
肩
下
が
り
だ
っ
た
の
で
、
良

い
時
代
を
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

苦
労
を
苦
労
と
思
わ
な
い
ん
で
す
。
「
や
だ

な
」
で
は
な
く
「
あ
り
が
た
い
」
と
と
ら
え
、

苦
し
み
を
喜
び
に
変
え
る
よ
う
に
前
向
き
に

生
き
た
い
で
す
。
現
在
も
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
仕
事
が
あ
り
、
き
も
の
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
は
、
も
の
づ
く
り
が
で
き
る

幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
ね
。

社
長
に
勧
め
ら
れ
て
伝
統
工
芸
士
の
資
格

を
取
り
ま
し
た
。
伝
統
的
工
芸
品
は
、
先
人

た
ち
が
作
っ
た
手
の
届
か
な
い
も
の
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
名
を
け
が
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ
る
と
同
時
に
、

心
の
張
り
合
い
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
統

工
芸
士
と
し
て
、
き
も
の
文
化
を
残
し
て
い

く
こ
と
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

販
売
会
な
ど
で
直
接
お
客
様
と
話
し
た
こ

と
を
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
生
の
声
を
反
映
さ
せ
、
自
分
の
ポ

リ
シ
ー
で
あ
る
姿
・
形
だ
け
で
な
く
心
に
似

合
う
き
も
の
を
、
こ
れ
か
ら
も
作
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

き
も
の
と
い
う
伝
統
文
化
を
通
し
て
お
客
様
に

ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
を
与
え
、
社
会
そ
し
て
十
日

町
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

26

昭
和
29
年
生
ま
れ
の
49
歳
。
48
年
、
勇
屋
織
物

㈱
に
入
社
。
以
来
、
企
画
・
図
案
・
デ
ザ
イ
ン

な
ど
一
筋
。
平
成
12
年
度
、
十
日
町
絣
意
匠
部

門
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る
。

上
村
芳
博
さ
ん
（
岩
野
）

高
校
卒
業
後
、
長
岡
の
専
門
学
校
で
１
年

間
調
理
を
学
び
、
春
か
ら
ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
の
厨

ち
ゅ
う

房
で
働
い
て
い
ま
す
。
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
は
第
一
希
望
だ
っ
た
の
で
、
求
人
が
出

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

別
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
コ
ス
モ
ス
で
洋
食
の

見
習
い
を
し
て
い
ま
す
。
主
な
仕
事
は
皿
洗

い
、
野
菜
・
フ
ル
ー
ツ
を
切
る
な
ど
仕
込
み

や
盛
り
付
け
の
手
伝
い
で
す
。
一
人
で
は
ま

だ
何
も
わ
か
ら
ず
、
仕
事
も
一
つ
ひ
と
つ
聞

き
な
が
ら
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
か

し
た
ら
通
用
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う

考
え
が
ほ
ん
の
少
し
あ
っ
た
の
で
す
が
、
甘

か
っ
た
で
す
。
技
術
・
知
識
・
ス
ピ
ー
ド
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
ダ
メ
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
す
べ
て
が
足
り
な
い

と
実
感
し
ま
し
た
。
で
も
、
先

輩
の
「
だ
れ
で
も
最
初
は
そ
う

だ
か
ら
」
と
い
う
言
葉
は
、
す

ご
く
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
時
代
、
野
球
で
北
信
越

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
練
習

は
厳
し
く
、
当
時
は
辛
か
っ
た

け
ど
、
今
思
え
ば
良
い
経
験
を

し
ま
し
た
。
あ
の
練
習
に
耐
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、

多
少
の
苦
し
さ
は
な
ん
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
前
に
な
っ
て
婚
礼
の
コ
ー
ス
を
作
っ

て
み
た
い
で
す
。
だ
れ
よ
り
も
、
じ
い
ち
ゃ

ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

吉田智生さん
1984年生まれ　　　　

ホテルベルナティオ勤務

一
人
前
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

青
春

リ
レ
ー

先月の根津美歩さんからバトンタッチ110

昨
年
５
月
に
「
健
康
増
進
法
」
が

施
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
受
動
喫
煙
の

防
止
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
受
動

喫
煙
と
は
、
室
内
な
ど
で
他
人
の
た

ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
の

健
康
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
受
動

喫
煙
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

健
康
増
進
法
で
は
、「
学
校
、
体
育

館
、
病
院
、
劇
場
、
観
覧
場
、
集
会

場
、
展
示
場
、
百
貨
店
、
事
務
所
、

官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
な
ど
多
数
の

人
が
利
用
す
る
施
設
の
管
理
者
は
、

利
用
者
の
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
が
ん
物
質

や
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
た
ば
こ
の
先
端
か
ら
立
ち
上

る
煙
（
副
流
煙
）
に
は
、
喫
煙
者
が

吸
っ
て
い
る
煙
（
主
流
煙
）
よ
り
何

倍
も
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
副
流
煙
が
低
い
温
度
で
不

完
全
燃
焼
す
る
た
ば
こ
か
ら
発
生
す

る
た
め
で
す
。

当
市
で
も
、
公
共
施
設
は
独
立
し

た
喫
煙
室
の
設
置
や
喫
煙
コ
ー
ナ
ー

の
分
離
な
ど
に
よ
り
分
煙
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。
市
役
所
事
務
室
内
は

全
面
禁
煙
で
す
。

同
一
空
間
の
中
に
喫
煙
ス
ペ
ー
ス

を
定
め
た
だ
け
で
は
、
煙
が
流
れ
る

た
め
、
分
煙
対
策
と
し
て
は
有
効
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
煙
が
も
れ
な
い
よ

う
、
喫
煙
場
所
の
広
さ
に
見
合
っ
た

仕
切
り
や
換
気
扇
、
空
気
清
浄
機
な

ど
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、
分
煙

対
策
の
推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
地
区
集
会
所
で
は
、
ま
ず

会
議
中
を
禁
煙
に
す
る
こ
と
も
ス
テ

ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

法
律
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
庭

内
で
の
喫
煙
も
同
様
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
妊
婦
が
い
る

家
庭
で
は
成
長
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
、
未
成
年
者
の
ま
わ
り
で
の
喫
煙

は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
内

分
煙
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
妊
婦
の
喫
煙
は
、
低
体
重

児
の
出
生
な
ど
に
つ
な
が
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
妊
娠
中
は
禁
煙
し
ま
し

ょ
う
。

分
煙
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

分
煙
方
法

さいき　しゅんちゃん　平成14年６月26日生まれ　北鐙坂第３

ち
ゃ
ん

斎
木
　
駿 いつもニコニコ笑顔の駿ちゃんは、動物園に行って以来ゾウさんとキリンさ

んがお気に入りです。毎朝お母さんに送られて元気に保育園に一番乗り。覚え

たての「チューリップ」と「アイアイ」を身ぶり手ぶりでじょうずに歌えます。26

家
庭
内
で
も
分
煙
を

受
動
喫
煙
防
止
の
対
象
施
設

11 平成16年5月10日号



13 平成16年5月10日号 12

お知らせ・ガイド

女
性
社
員
を
部
下
に
持
つ
中
間
管

理
職
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
女

性
社
員
の
能
力
を
育
成
し
、
発
揮
さ

せ
て
い
く
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
材
活
用

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
６
月
23
日
d
午
後
１
時
〜

４
時
●
会
場
＝
情
報
館
●
受
講
料
＝

無
料
●
定
員
＝
先
着
30
人
●
講
師
＝

杉
口
正
子
氏
（
7
21
世
紀
職
業
財
団

中
央
雇
用
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
４
日
f
ま

で
に
、企
画
人
事
課
広
報
広
聴
係（
内

線
２
１
４
）

農
産
加
工
、
野
菜
・
果
樹
な
ど
の

園
芸
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
を
対
象

と
し
た
各
種
研
修
会
が
、
県
農
業
大

学
校
（
西
蒲
原
郡
巻
町
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
農
林
課
農
業

振
興
係
（
内
線
３
３
２
）

●
日
時
＝
６
月
２
日
〜
８
月
４
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
10
回
）
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
●
会
場
＝
公
民
館
本
館

●
定
員
＝
20
人
●
参
加
費
＝
８
５
０

円
（
教
材
費
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
５
月
25
日
c
ま
で
に
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
1
50
│
５
０
１
０
）

安
土
桃
山
時
代
の
小
袖
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
格
調
高
い
き
も
の
を
展
示
し

ま
す
。
●
期
間
＝
５
月
17
日
b
ま
で

●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館

●
入
場
料
＝
３
０
０
円
●
共
催
＝
㈱

青
柳
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
52

│
０
１
１
７
）

障
害
者
の
皆
さ
ん
が
職
業
技
能
を

競
う
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
６
月
27
日
a

●
会
場
＝
県
立
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
新
潟
市
）
●
競
技
種
目
＝
ワ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
（
一
般
部
門
・
視

覚
障
害
者
部
門
）
・
パ
ソ
コ
ン
表
計

算
・
縫
製
（
知
的
障
害
者
部
門
）
・

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
（
知
的
障
害
者
部
門
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５
月
31
日
b

ま
で
に
、
6
県
雇
用
開
発
協
会
（
1

０
２
５
│
２
４
１
│
３
１
２
３
）

体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
、

ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
「
走
る
」「
跳
ぶ
」

「
投
げ
る
」
と
い
う
基
本
的
動
き
や

陸
上
競
技
遊
び
を
通
じ
て
学
び
ま

す
。
●
日
時
＝
17
年
３
月
ま
で
の
毎

月
第
２
・
４
土
曜
日
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
●
会
場
＝
陸
上
競
技
場

※
雨
天
降
雪
時
は
総
合
体
育
館
・
西

小
学
校
●
対
象
＝
小
学
生
●
参
加
費

＝
年
額
３
、
０
０
０
円
（
申
込
時
徴

収
）
●
申
込
み
＝
会
場
で
随
時
受
付

●
問
合
せ
＝
市
陸
上
競
技
協
会
・
目

黒
一
好
（
1
０
９
０
―
１
９
３
０
―

０
４
９
４
）

楽
し
く
踊
り
、
い
い
汗
流
し
ま
し

ょ
う
。
●
日
時
＝
５
月
26
日
d
午
後

７
時
〜
（
受
付
６
時
30
分
）
※
運
動

で
き
る
服
装
、
内
履
き
持
参
●
会
場

＝
十
日
町
小
学
校
西
体
育
館
●
参
加

費
＝
５
０
０
円
●
講
師
＝
宮
沢
忠
男

氏
●
申
込
み
＝
当
日
受
付
●
問
合
せ

＝
高
橋
ト
モ
エ
（
1
57
│
２
６
８
６
）

第
１
回
新
潟
県
障
害
者

技
能
競
技
大
会

手
話
講
習
会

16
年
度
農
業
大
学
研
修
会

き
も
の
歴
史
館
特
別
展
示

〜
時
代
考
証

安
土
桃
山
か
ら
〜

百
花
の
衣
裳
展

◆会場＝公民館本館　◆時間＝午後１時30分～３時30分　◆受講料＝無料

◆申込み・問合せ＝５月31日bまでに、公民館本館（157-5011）

●十日町地域福祉基金へ＝

㈱山崎食品

●情報館へ＝佐藤英一（北

原）寺崎富司（旭ヶ丘）

上村朋也（土市５）渡

辺成市（本町５）小柳

安由美（川西町）十日

町市中魚沼郡医師会

●博物館へ＝渡辺春吉（桜

木町）大熊喜一（上町）

桜井忠誠（下町）

寄付ありがとう
４月25日届出分まで（敬称略）

Ｔ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ ＵＴ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ Ｕ

女
性
活
用
の
た
め
の

中
間
管
理
職
セ
ミ
ナ
ー

Ｔ
Ａ
Ｃ

た
　
っ
　
く

陸
上
競
技
教
室

レ
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

初夏の当間高原一面に咲き誇るジャーマンアイリス。５月22日G

から６月６日Aまで、木々の緑も深まる当間高原リゾートベルナティ

オ花だいら特設会場を中心にアイリスまつりが開催されます。美しい

自然、たくさんのアイリス、それをはぐくんだ温かい人たちが皆さん

をお待ちしています。

問合せ────────
あてまフォーラム事務局

（市観光交流課内）

1５７－３１００

〈あてま新喜劇フォーラム座公演〉
日　時：６月４日f・５日g 午後７時30分～

会　場：フォーラムセンターアリーナ

あてま
フォーラム
イベント
情報

信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町信濃川とともに歩む十日町
公民館本館主催「地域の歴史講座」

十日町の発展と深い関係にある大河信濃川。十日町に生き

てきた人々は信濃川とどのように向き合い、暮らしてきたの

でしょうか。史料に基づき歴史の中から人々と信濃川との関

係を学び、未来に向けての課題を考えます。

アイリス掘り売り
日時：５月22日G～

６月６日A

午前10時～午後４時

模擬店コーナー
日時：５月22日G・23日A

29日G・30日A

午前10時～午後３時

ゲームコーナー「ストラック９（ナイン）」日時：５月22日G・23日A29日G・30日A午前10時～午後３時料金：200円

ワンワン
ふれあいコーナー

日時：５月23日A・30日A

午前10時～午後４時

会場：芝生広場

主催：DＴＳケンネルクラフトづくり教室
日時：５月22日G・23日A

29日G・30日A

午前10時～午後３時

参加費：500円

そば打ち体験教室日時：５月22日G・23日A29日G・30日A午前10時～午後２時参加費：700円

アイリスの
育て方教室

日時：５月23日A・30日A

午後２時～３時

参加費：無　料

ミス十日町雪まつり
撮　影　会

日時：５月30日A

午前10時30分～

11時30分

ウォークラリーも
予定しています

ヘリコプ
ター遊覧

飛行

日時：５
月22日

G・23
日A

29日G
・30日

A

午前10
時～午後

３時

料金：大
人3,000

円

小学生以
下2,000

円

ナティオの森自然観察会日時：５月22日G・23日A29日G・30日A１回目　午前11時～２回目　午後１時～定員：15人
参加費：500円

期日 講　師 テ　ー　マ 内　　　　　容

6月5日g

6月12日g

6月19日g

6月26日g

7月3日g

須藤重夫先生

近世の信濃川の舟運

近世の水害と人々の
暮らし

現在の信濃川の姿を
見つめる

近代の信濃川と地域
の発展

現代の信濃川と私た
ちの暮らし

樋熊清治先生

上村政基先生

近世における信濃川の舟運の発達と
地域の発展について学びます

近世の信濃川の水害が人々の生活に
もたらした影響を学びます

歴史の中の信濃川と現在の信濃川の
違いを現地で学習します。

信濃川の漁場や航路開発など近代以降の地域
の発展と信濃川との関係について学びます。

信濃川の大改修や水利用問題など現
在に至るまでの動きを学びます。
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品　　　名番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

規　格 希望価格

二 段 ベ ッ ド 無　料

電 子 ピ ア ノ カワイ
PW149 相談で

軽 貨 物 ト ラ ッ ク
（営業用）

走行40,000㎞ 格安で

50 ㏄ 原 付 バ イ ク ホンダデュオ 無　料

コ ン バ イ ン ヤンマーCA8 100,000円

50 ㏄ 原 付 バ イ ク 婦人用 相談で

ローラースケート 相談で

リヤカー（耕うん機用） 新品同様 相談で

三面鏡（ドレッサー） 無　料

ア ル ト サ ッ ク ス ヤマハ
40,000円
くらい

70 ㏄　バ　イ　ク ホンダ
スーパーカブ 相談で

暖 房 便 座 無　料

室内用自転車型運動器 無　料

柔道着（上下組）170㎝・160㎝用
各1組 無　料

乾 燥 機 60×60×60㎝ 相談で

スーツケース 2個 普通サイズ 相談で

パ イ プ ベ ッ ド シングル 無　料

冷 凍 ス ト ッ カ ー ナショナル
170㍑ 無　料

ベ ビ ー ベ ッ ド 無　料

エ ア コ ン 3,000円

折りたたみベッド シングル 3,000円

トレーニングマシン 腹筋・背筋用 無料

足 踏 み 式 脱 穀 機 一部鉄製 無料

電 動 ミ シ ン 無　料

全身用鏡（姿見） 無　料

野 球 用 グ ロ ー ブ 大人・子ども用
各１個 相談で

手 織 機 相談で

キ ー ボ ー ド 相談で

荷 物 用 一 輪 車 相談で

手 織 機 一 式 全長2mくらい
50,000円
くらい

屋 外 用 ブ ラ ン コ 相談で

のみ・かんな・電動工具 相談で

人力の溝（みぞ）切り機 相談で

灯油ホームタンク
（横置きタイプ）

400～500㍑ 無　料

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ゆずってください……

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線158）へ

*ゆずります受付開始　５月14日f 午前９時

ゆずります……

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

事
前
に
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
証
明
書
を
発
行
で
き
ま

す
。
●
電
話
で
知
ら
せ
る
事
項
＝
①

車
の
所
有
者
（
名
義
人
）
②
車
の
標

識
番
号
●
証
明
書
発
行
に
必
要
な
も

の
＝
印
鑑
（
代
理
人
は
自
分
の
印
鑑

も
必
要
）
●
問
合
せ
＝
税
務
課
資
産

税
係
（
内
線
１
８
０
）

次
に
該
当
し
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
車
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

人
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
●

要
件
＝
①
身
体
障
害
者
な
ど
が
取
得

ま
た
は
所
有
す
る
軽
自
動
車
②
身
体

障
害
者
で
年
齢
18
歳
未
満
の
人
、
知

的
ま
た
は
精
神
障
害
者
と
生
計
を
一

に
す
る
人
が
取
得
し
所
有
す
る
軽
自

動
車
●
申
請
期
間
＝
５
月
17
日
b
〜

24
日
b
●
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
①

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
②
運
転
免

許
証
（
障
害
者
に
運
転
免
許
証
が
な

く
、
生
計
を
一
に
す
る
人
が
運
転
す

る
場
合
、
ま
た
は
身
体
障
害
者
な
ど

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
人
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
を
常
時
介
護
す
る

人
が
運
転
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

人
の
運
転
免
許
証
）
③
印
鑑
④
軽
自

動
車
税
納
税
通
知
書
●
問
合
せ
＝
税

務
課
資
産
税
係
（
内
線
１
８
０
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

b
で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興
局
県

税
部
収
税
課
（
1
57
│
５
５
１
３
）

総
務
省
及
び
経
済
産
業
省
で
は
６

月
１
日
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、

商
業
統
計
調
査
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
基

本
調
査
を
１
枚
の
調
査
票
で
同
時
に

行
い
ま
す
。
全
国
の
民
営
の
事
業
所

が
す
べ
て
対
象
に
な
り
ま
す
。
５
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
う

か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
総
務
課
文

書
統
計
係
（
内
線
２
２
８
）

市
で
は
内
職
を
探
し
て
い
る
市
民

へ
発
注
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

内
職
を
発
注
し
た
い
事
業
所
は
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
●
対
象
事
業

所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
管
内

（
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村
）
の
事
業
所
●
周
知
方
法
＝

市
役
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
配

置
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
雇
用
商
工

課
雇
用
促
進
係
（
内
線
２
６
７
）

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
】
●
発

行
日
＝
毎
週
金
曜
日
●
配
置
場
所
＝

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
、
市
役
所
、

公
民
館
本
館
・
各
地
区
公
民
館
、
情

報
館
、
高
齢
者
職
業
相
談
室
、
ジ
ャ

ス
コ
十
日
町
店

【
高
齢
者
向
け
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
】
●
発
行
日
＝
毎
月
10
日
・
25

日
●
配
置
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十

日
町
、
市
役
所
、
公
民
館
本
館
、
情

報
館
、
高
齢
者
職
業
相
談
室

●
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

（
1
57
―
２
４
０
７
）

今
年
も
す
で
に
熊
の
目
撃
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
熊
を
目
撃
し

た
り
足
跡
を
見
つ
け
た
り
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
熊
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に
は
】
熊

鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
す
る
も
の
を

携
帯
し
、
人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し

ょ
う
。
一
人
で
の
入
山
は
危
険
で
す
。

【
熊
に
遭
遇
し
た
ら
】
大
声
を
出
す

な
ど
、
む
や
み
に
熊
を
刺
激
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

農
林
課
林
政
農
災
係
（
内
線
３
３
５
）

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
学
習
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
実
践
講
座
で
す
。
●

日
時
＝
６
月
６
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日

町
●
参
加
費
＝
５
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
含
む
・
昼
食
別
）
●
定
員
＝

20
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
３

日
e
ま
で
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｗ
ネ
ッ
ト
二
瓶

裕
子
（
1
57
│
２
８
０
２
）

●
応
募
資
格
＝
満
20
歳
以
上
で
信
濃

川
や
魚
野
川
に
接
す
る
機
会
が
あ
り

河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
人
●
内
容

＝
信
濃
川
や
魚
野
川
に
関
す
る
意
見
、

河
川
愛
護
活
動
や
地
域
情
報
な
ど
を

月
に
一
度
報
告
●
任
期
＝
７
月
１
日

〜
17
年
６
月
30
日
●
募
集
人
員
＝
若

干
名
●
報
酬
＝
薄
謝
●
応
募
方
法
＝

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
応
募
意
見
な
ど
を

明
記
し
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
希
望
」

へ
送
付
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月

４
日
f
ま
で
に
、
信
濃
川
河
川
事
務

所
占
用
調
整
課
（
〒
９
４
０
│
０
０

９
８
長
岡
市
信
濃
１
│
５
│
30
1
０

２
５
８
│
32
│
３
０
２
０
）

●
募
集
期
間
＝
５
月
11
日
c
〜
25
日

c
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
雪
・
水
対

策
課
建
築
住
宅
係
（
内
線
２
７
４
）

※
入
居
資
格
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

個
人
住
民
税
均
等
割
の
人
口
区
分

廃
止
に
よ
り
、
４
月
か
ら
市
県
民
税

均
等
割
が
全
国
一
率
４
、
０
０
０
円

（
市
３
、
０
０
０
円
・
県
１
、
０
０
０

円
）
に
な
り
ま
し
た
。
●
問
合
せ
＝

税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
１
１
６
）

市
で
は
「
課
税
明
細
書
」
を
送
付

し
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の

内
訳
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
課
税
明

細
書
は
納
税
義
務
者
ご
と
の
す
べ
て

の
課
税
資
産
（
16
年
１
月
１
日
現
在
）

で
す
。
送
付
時
期
は
、
５
月
中
旬
の

第
１
期
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

に
同
封
し
ま
す
。
届
い
た
ら
自
分
の

課
税
内
容
を
確
認
し
、
内
容
が
異
な

る
と
き
は
課
税
明
細
書
、
違
い
が
判

別
で
き
る
書
類
（
売
買
契
約
書
な

ど
）、
印
鑑
を
持
参
し
て
窓
口
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
税

務
課
資
産
税
係
（
内
線
１
１
１
）

口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
を
納
め

て
い
る
人
で
、
５
月
31
日
b
〜
６
月

10
日
e
に
車
検
に
必
要
な
税
証
明
書

の
発
行
を
希
望
す
る
人
は
、
お
手
数

で
も
窓
口
に
来
る
前
に
電
話
で
次
の

事
項
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
期
間

中
は
金
融
機
関
事
務
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
処
理
の
都
合
に
よ
り
納
税
確
認
を

即
座
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
税
が

減
免
に
な
り
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

求
人
情
報

笹山遺跡出土品　国宝指定５周年記念

国宝と地域の宝物
～十日町の火焔型土器Ⅱ～

笹山遺跡出土品が新潟県初の国宝に指定されてから今年で

５周年を迎えます。指定日（６月７日）を含む１か月間、記

念月間特別企画として市内及び魚沼地域出土の優品を一挙公

開します。縄文芸術の最高傑作・火焔型土器の数々をぜひご

覧ください。

●会期 ６月１日c

～30日d

●会場 博物館

特別展示室

●入館料 500円（中学生

以下無料）

●休館日 毎週月曜日

●市内の主な出土遺跡 野首遺跡（下条）、笹山遺跡（中条）、

幅上遺跡（吉田）、城倉遺跡・南雲遺跡（水沢）ほか

●問合せ 博物館157-5531

郷土記録賞作品募集
博物館友の会では、設立25周年を記念

して、明日の郷土を考える資料の充実を

目指し、郷土記録賞を募集します。

◆テーマ 十日町地域広域６市町村の郷

土に関するものの中から自由

にテーマを定め、具体的に記

録してください

◆内　容 動物、植物、地質、気象、考

古、歴史、民俗など何でも

◆記録方法 写真、ビデオ・ＤＶＤ、録音

テープ・ＣＤ、文章

◆応募資格 個人・グループ、地域・年齢

など問わず

◆応募締切 ７月31日g

◆発表・表彰式 ９月ころを予定

◆申込み・問合せ

十日町市博物館友の会「郷土記録賞係」

〒948-0072西本町１　157-5531

自
動
車
税
は
５
月
31
日

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

ク
マ
に
注
意
！

軽
自
動
車
の
納
税
証
明
書

発
行
は
事
前
連
絡
を

内
職
情
報
を
募
集
し
ま
す

固
定
資
産
税
の
課
税

明
細
書
を
お
送
り
し
ま
す

各
種
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

家　賃 募集
戸数

１戸

１戸
7,200円～

18,600円

６帖・4.5帖

各1室、台所

６帖2室

５帖1室、DK

間取り物　　件

谷内丑市営住宅

昭和60年建設
中層耐火構造３階建

新座県営住宅

昭和31年建設
中層耐火構造３階建

八幡田市営住宅

昭和55年建設
中層耐火構造３階建

６帖2室

５帖1室、DK

17,000円～

49,600円

15,500円～

45,100円
１戸

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

井
口
カ
ズ
子
氏+

平
井
雷
太
氏

公
開
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ゲ
ー
ム

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

郷土記録賞作品募集

個
人
住
民
税
均
等
割
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
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●
大
地
の
芸
術
祭
の
記
録
集
が
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
ペ
ー
ジ
を
た
ど
る
う
ち
に
、
妻

有
の
地
域
に
確
か
に
非
日
常
的
な
時
間
が

流
れ
て
い
た
50
日
間
で
あ
っ
た
と
実
感
し

ま
し
た
。
巻
末
の
協
働
者
リ
ス
ト
は
、
こ

ん
な
に
も
多
く
の
地
域
の
人
々
に
支
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
す
。

次
回
は
ど
ん
な
作
品
を
見
せ
て
く
れ
る
の

か
、
地
域
の
人
は
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く

の
か
想
像
す
る
だ
け
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。

２
年
後
の
第
３
回
に
向
け
た
取
り
組
み
は

も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
記
録
集
は
書
店

で
お
求
め
に
な
る
か
、
情
報
館
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

（
春
）

●
「
初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
陽
気
、
ま

さ
に
そ
ん
な
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
今
年
の

き
も
の
ま
つ
り
は
…
」
ち
ょ
う
ど
１
年
前

の
編
集
後
記
の
書
き
出
し
で
す
。
今
年
の

き
も
の
ま
つ
り
も
昨
年
と
全
く
同
じ
天
候

と
な
り
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
慣

れ
な
い
き
も
の
に
暑
さ
が
加
わ
り
、
こ
ち

ら
も
昨
年
同
様
な
か
な
か
歩
行
者
天
国
を

歩
い
て
く
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
増
え

る
一
方
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
対
し
、
減
る
一

方
の
新
成
人
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
さ
て
、
今
回
は
表
・
裏
表
紙
を
カ
ラ

ー
で
発
行
し
ま
し
た
。
２
色
と
は
ま
た
違

っ
た
印
象
だ
と
思
い
ま
す
。
で
き
ば
え
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
玉
）

■人　口　42,832人（＋83） 男　20,933人（＋47） 女　21,899人（＋36）
■世帯数　13,288世帯（＋71） 4月末現在（ ）は前月からの増減市民の動き

編

集

後

記

26

伊
だ

達
て

八
はち

幡
まん

館
かん

跡
せき

は、伊達集落の北側にあります。昭和62（1987）年に県営圃
ほ

場
じょう

整備事業に伴い

発掘調査が行われ、中世豪族の居
きょ

館
かん

跡
あと

が発見されました。館
かん

跡
せき

は、主
しゅ

郭
かく

（本丸）と副
ふく

郭
かく

（二の丸）

からなり、それぞれが空
から

堀
ぼり

に囲まれています。遺
い

構
こう

には、掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

49棟、井戸２基、土
ど

橋
ばし

１

基、木
き

橋
ばし

２基、土
ど

坑
こう

などがあります。

出土遺物は、陶磁器類、石製品、木製品、金属製品と多様で、これらは15～16世紀ころの室

町・戦国時代のものです。陶磁器類には、白
はく

磁
じ

、青
せい

磁
じ

、染
そめ

付
つけ

、天
てん

目
もく

などの中国からの輸入品と、

珠
す

洲
ず

焼、越
えち

前
ぜん

焼、瀬
せ

戸
と

美
み

濃
の

焼、土
は

師
じ

質
しつ

土器、瓦
が

質
しつ

土器などの国産品があります。石製品は、粉
こな

挽
ひ

き臼
うす

、茶
ちゃ

臼
うす

（茶
さ

磨
ま

）、石鉢、砥
と

石
いし

、硯
すずり

などです。木製品には、下
げ

駄
た

、曲
まげ

物
もの

、漆
うるし

塗り椀
わん

などがあり

ます。金属製品は、刀
とう

子
す

、鏃
やじり

、釘
くぎ

などの鉄製品や「洪
こう

武
ぶ

通
つう

宝
ほう

」などの中国銭のほか、特殊なもの

として銅製の仏具も見られます。これらは、錫
しゃく

丈
じょう

の頭、花
け

瓶
びょう

、燭
しょく

台
だい

で、中世には室内の装飾品と

して使用されることもありました。 （文化財課）

銅製の仏具

■
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■
編
集
/企
画
人
事
課
広
報
広
聴
係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い


